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● Analog Discoveryの波形生成機能Wavegenのひ
ずみを0.1 %から0.001 %以下に低減する
　前回は，LCローパス・フィルタを利用してひず
みを0.1 %から0.01 %に低減しました．オーディオ・
アンプのひずみを評価するときには，さらに低ひず
みな発振器が必要です．今回はひずみ，サイズの2
つを改善します．バンドパス・フィルタ（BPF：
Band－Pass Filter）と出力レベル調整回路を利用す
ると，メーカ製オーディオ・アナライザの発振器出
力のひずみ0.001 %以下に近づきます（図1）.
　ひずみを小さくするのに一番効果的なのは，フィ
ルタの帯域を狭くすることです．前回作ったLCロ
ーパス・フィルタ構成のスムージング・フィルタを
バンドパス・フィルタに変更します．
　LCフィルタはサイズが大きい欠点があります．こ
れはCRとOPアンプを利用したアクティブ・バンド
パス・フィルタ構成に変更すると，小型化できます．
　コイルの形状や価格を考えると，アクティブ・フ
ィルタとLCフィルタの境界周波数は100 kHz程度
です．LCフィルタは数kHzでは，空芯コイルの形
状が大きくなりすぎます．数十kHzまでの低ひず
みフィルタを小型化するときはアクティブ・フィル
タが適しています．
　周波数が100 kHz以上になると，LCフィルタは
省電力や形状などの利点が増えます． 〈編集部〉
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STEP1　LPFからBPFにする

● 数十kHzまではコイルの形状が大きいが，周波数
100 kHz以上ではアクティブよりLCのほうが有利
　LCフィルタは一定の負荷抵抗が必要で，アクティ
ブ・フィルタに比べコンデンサ容量の自由度がありま
せん．
　カットオフ周波数が100 kHz以上になると，アクテ
ィブ・フィルタに比べ，形状や特性の面が有利がこと
が増えます．LCフィルタは，電源が不要なので省電
力を実現できます．
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図1　本稿ではバンドパス・フィルタや出力レベル調整回路（ア
ッテネータ）でAnalog Discoveryの波形生成機能Wavegenのひ
ずみを0.1 %から0.001 %以下に改善する
LC型とアクティブ型の2種類のバンドパス・フィルタ（BPF）を紹介す
る．Wavegenの出力のOPアンプで発生するホワイト・ノイズ成分がひ
ずみの支配的要因になるときは，帯域幅を狭くできるバンドパス・フィ
ルタで改善する
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る．Wavegenの出力のOPアンプで発生するホワイト・ノイズ成分がひ
ずみの支配的要因になるときは，帯域幅を狭くできるバンドパス・フィ
ルタで改善する
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図2　0－Rタイプ2次バターワースLCバンドパス・フィルタの各素子値の算出方法
RL＝600Ωから基準のコイルとコンデンサを算出する．ゲイン周波数特性において通過域の平坦性がよいバターワース特性を選ぶRL＝600Ωから基準のコイルとコンデンサを算出する．ゲイン周波数特性において通過域の平坦性がよいバターワース特性を選ぶ
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